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西村証券 企業調査情報                2026/05/26 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

村田製作所（コード 6981） 
◆通期業績推移(連結)（株式分割を考慮。27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上収益 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

16.3 1,210,841 275,406 107.0 23.3 252,451 ▲205,316 ▲56,614 212,570 

17.3 1,135,524 201,215 81.5 24.4 243,920 ▲202,697 ▲11,729 239,184 

18.3 1,371,842 162,149 76.2 28.9 225,249 ▲194,165 ▲83,585 187,910 

19.3 1,575,026 266,807 107.8 31.1 279,842 ▲303,741 51,546 217,805 

20.3 1,534,045 253,247 95.4 32.3 350,334 ▲284,431 17,650 302,320 

21.3 1,630,193 313,240 123.5 38.3 373,571 ▲150,275 ▲118,189 407,699 

22.3 1,812,521 424,060 163.7 43.3 421,458 ▲212,300 ▲117,505 512,072 

23.3 1,686,796 298,231 128.6 50.0 277,641 ▲151,416 ▲182,271 469,406 

24.3 1,640,158 215,447 95.7 52.0 489,637 ▲201,571 ▲165,321 622,007 

25.3 1,743,352 279,702 125.1 57.0 451,905 ▲208,070 ▲242,733 625,148 

26.3 1,830,856 281,835 127.7 予65.0 425,222 ▲193,814 ▲221,812 653,701 

27.3予 1,960,000 380,000 161.0 70.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

コンデンサ中心にデータセンター向け需要増などで 27/3 期も増収増益見通し 

26 年 3 月期は、コンデンサがデータセンター

向けを中心に幅広い用途で伸びたことなどか

ら、前年比で売上収益が 5.0％増加した。ただ、

製品価格の値下がりや、のれんの減損損失計上

などで、営業利益は 0.8％増と微増益になった。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）の状況につ

いて、当期末の現金及び現金同等物残高は6,537

億 100 万円（前年度末比 4.6％増）となった。

営業活動CFは当期利益 2,337億 8,100万円（前

年比0.3％増）、法人所得税の支払額750億6,700

万円（32.2％増）などから 4,252 億 2,200 万円

の収入（5.9％減）となった。投資活動 CF は有

形固定資産の取得による支出 2,446 億 1,900 万

円（33.7％増）、定期預金の純減額 328 億 3,200

万円（前年は 373 億 7,900 万円の純増）などか

ら 1,938 億 1,400 万円の支出（6.9％減）に。財

務活動 CF は自己株式の取得による支出 1,000

億 800 万円（25.0％増）、配当金の支払額 1,107

億 2,000 万円（9.0％増）のほか、前年の社債償

還による支出（500 億円）が当期に無かったこ

となどで 2,218 億 1,200 万円の支出（8.6％減）

となった。 

26/3期はデータセンター向け需要拡大などで増収増益に 

CFで当期末の現金及び現金同等物残高は増加 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

同社の売上収益全体の 6 割以上、営業利益全

体のほとんどを占めるコンポーネントセグメン

トは、26年 3月期に前年比で 12.3％増収、14.5％

営業増益となった。中でもコンデンサ（同セグメ

ント売上収益全体の 8 割を占める）は、サーバ

ー向けを中心に 12.6％増収、受注高は 1 兆円を

超え（27.7％増）、期末の受注残高も 89.5％増と

快調に推移している。売上収益を用途別にみる

と、軟調な通信（3.1％減）に対し、モビリティ

（4.8％増）とともにコンピュータが 28.4％増と

全体を支える。コンピュータのうちデータセン

ター関連が 73.9％増で、同用途全体に占める比

率も年々上昇を続けている。 

 

27 年 3 月期については、売上収益 1 兆 9,600

億円（前年比 7.1％増）、営業利益 3,800 億円（同

34.8％増）と、3 期連続で増収増益の見込み。 

売上収益見通しのうち、セグメント別ではコ

ンポーネントが 1 兆 2,930 億円（11.5％増）。こ

のうちコンデンサが 1 兆 617 億円（13.4％増）

で、データセンター関連中心に今期も稼ぎ頭と

なってくる。 

用途別では、通信向けが 6,389 億円（2.2％減）

に減少の一方、モビリティ向けが 4,851 億円

（2.2％増）に伸びるほか、コンピュータ向けが

4,486 億円（44.5％増）と、モビリティ向けに肉

薄してくる。コンピュータ向けのうち、データ

センタ―関連が 3,250 億円（83.9％増）と大幅

に伸長。コンピュータ向けの売上構成比率は

22.9％（前年は 17.0％）に高まる見込みで、コ

ンピュータ向け全体に占めるデータセンター関

連の比率は 25 年 3 月期 42.0％、26 年 3 月期

56.9％から今期は 72.4％へと一気に上昇。増収

の大きなけん引役となりそうだ。 

同社の成長を支えるコンデンサが好調に推移 

今期もコンデンサの需要拡大で増収増益見通し 
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主な用途別の売上推移（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ関連は25.3より表示）

通信（左軸）
ﾓﾋﾞﾘﾃｨ（左軸）
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ（左軸）
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのうちﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ関連（左軸）
通信の売上構成比率（右軸）
ﾓﾋﾞﾘﾃｨの売上構成比率（右軸）
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの売上構成比率（右軸）


